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2022 年度　渋谷教育学園幕張中学【理科】大問４

次の各問いに答えなさい。ただし音速は常に毎秒 350 ｍとします。

　図１のように壁から 300 ｍ離れた位置に観測者がいます。壁と観測者の直線上に音源を置きま
す。この音源から音を１回鳴らすと、観測者は音源から直接届く音と、壁で反射した音の、合わ
せて２回の音が聞こえました。このとき観測者が聞いた音と音の間の時間をＴ秒とします。

（１）
次の①、②の場合について、Ｔの値を小数第１位まで答えなさい。
① 音源と壁の間の距離が 140 ｍの場合（図２） 

② 音源と壁の間の距離が 400 ｍの場合（図３） 
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（２）
（１）の音源の位置だけを同じ直線上でいろいろ変えたとき、Ｔの値がどうなるか調べました。
図４のように、横軸を壁から音源までの距離、縦軸をＴとするとき、どのような形のグラフに
なるか示しなさい。ただし値は書かないこと。（１）②の答えをｔとする。

　次に平面上で考えます。図５は上から見た様子で１目盛りを 50 ｍとします。Ａ、Ｂの２か所
に観測者がいて、ＡとＢは 800 ｍ離れています。Ａ、Ｂと同じ平面上のどこか１か所に音源を
置き、その音源から出た音を聞いた時刻を測定しました。 
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（３）
音源で音を出してからＡでは１秒後に、Ｂでは２秒後に音が聞こえました。このとき音源の位置
として考えられるすべての位置を作図しなさい。ただし、作図に必要な線はすべて残しなさい。
また、音源の位置を点、線、範囲で示す場合、図６に従い答えの部分を矢印で示しなさい。

（４）
音源で音を出し、Ａで音が聞こえた時刻から１秒後にＢで音が聞こえました。
このときの音源の位置を示す線として最も適切なものを選びなさい。
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（５）
音源の位置をいろいろ変えて、ＡとＢで音が聞こえた時刻の差を測定したところ、
その時間には最大値があることがわかりました。
① 初めにＡで音が聞こえてから、次にＢで音が聞こえるまでの時間の最大値を小数第１位まで答
えなさい。

②①のときの音源の位置として考えられるすべての位置を（３）と同様の方法で作図しなさい。
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